
機器構成

機器から発する音の大きさを表す際に音響パワーレベルが用いられます。

音響パワーレベルは音源が放射する音の全エネルギー量を表します。騒音レベルと音響パワーレベルを

地震に例えると、騒音レベルが各地の震度で、マグニチュードが音響パワーレベルに相当します。各地の

震度は震源からの距離だけでは決まらず、伝播経路や地盤の構造によって異なるように、音の場合も、

音源の指向性や測定位置までの距離により騒音レベルは異なります。そこで、音響パワーレベルが使用

され、特に欧米では、機器の音響パワーレベルの記載が必要となります。

音響パワーレベルの測定方法は JIS や ISO で定められており、測定原理は音圧法と音響インテンシティ

法があります。音圧法は測定環境として半無響室、無響室、反射面上の準自由音場、残響室を用います。

音響インテンシティ法には測定方法として離散点法とスキャニング法があります。

本システムは半無響室法音響パワーレベルの自動測定システムです。

システム図

品 名 型 式 使用数

4チャンネル分析処理器または多チャンネル分析処理器 SA-02A4またはSA-02M 1～2

SA-02用コンピュータ   1

半無響室法音響パワーレベル測定ソフト AS-30PA5 1

コネクティングキット(20点同時測定時に必要)   1

マイクロホン／プリアンプ UC-52/57/59+NH-22A、UC-52T/57T/59T 1～10～20

BNC-BNC同軸ケーブル EC-90シリーズ 1～10～20

マイクロホンスタンド  1～10～20

マイク取付冶具  1

1/2インチマイクホルダ UA-90 1～10～20

海外輸出製品製造（開発・品質保証）

コンピュータ
SA-02

マイク取付治具



測定結果例

 

実測定/アベレージグラフ＆ＰＷＬ画面

測定画面

実測定/アベレ ジグラ ＆ＰＷＬ画面

測定画面

JIS Z 8732 音響ー音圧法による騒音源の音響パワーレベルの測定方法ー無響室及び半無響室における精密測定方法
JIS Z 8733 音響ー音圧法による騒音源の音響パワーレベルの測定方法ー反射面上の準自由音場における実用測定方法

適合規格・参考文書

家電製品、OA機器、モータなどの音響パワーレベル測定など

使用事例

実測定/グラフ画面

1012-3　1904.P.D

https://svmeas.rion.co.jp/
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ISO14001本社・東海営業所・
西日本営業所 認証取得

西日本営業所・九州リオン・
リオンサービスセンター 認証取得

ISO9001本社・東海営業所・

当社は、認定基準としてISO/IEC 17025（JIS Q 17025）を用い、認定スキーム
をISO/IEC 17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。
JCSSを運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋試験所認定協力
機構（APLAC）及び国際試験所認定協力機構（ILAC）の相互承認に署名してい
ます。当社の品質保証課は、国際MRA対応JCSS認定事業者です。
JCSS0197は品質保証課の認定番号です。

当社の休日および土・日・祝日を除く
9：00～12：00 / 13：00～17：00技術相談受付 0120-26-1566


